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１．概要 
 AI（人工知能）技術の進化により、AI が文章、絵画、音楽等のコンテンツを次々と

生成する事が可能となり、多くの企業がビジネスに取り込み始めている。 
 本事件では、中国テンセントがディープラーニングを用いて開発した Dreamwriter
が生成した経済市況に関する文章について著作権が認められるか否かが争点となった。 
 2020 年１月深圳市南山区人民法院は、当該文章は文字作品に該当し著作権保護の対

象になるとして、本文章をコピーして Web に掲載した被告に対し、文章の削除を命じ

る判決をなした。 
 
２．事件の概要と人民法院の判断 
 2015 年 8 月 20 日、中国テンセントは AI 文章作成ロボット Dreamwriter を開発し

た。テンセントの開発者が開発した Dreamwriter は、開発以来、毎年 30 万件もの文章

を生成してきた。 
 
 2018 年 8 月 20 日 Dreamwriter は経済指標に関する以下の文章を生成しテンセント

証券の Web ページ上に掲載した。 
 
「午後のコメント：上海指数は 0.191％わずかに上昇して 2691.93 ポイント 
通信事業者や石油部門が主導します」 
 
 Dreamwriter は、経済に関するニュースを収集し、開発者の学習に従い、およそ２分

後に概括文章を生成する。この文章が掲載された Web ページには「本文は、テンセン

トのロボット Dreamwriter により自動で執筆されたものです。」と記載されていた。 
 

 下記図は、Dreamwriter が作成した文章が含まれる Web ページである1。 
 

 
1 Tencent HP より 2020 年 1 月 13 日 https://tech.qq.com/a/20180301/025384.htm 



 

 

 この AI により作成された文章が、上海の被告企業のサイト「網貸之家」によりコピ

ーされたため、テンセントが当該コピー文章のネットからの削除を求めて深圳市南山区

人民法院に提訴したものである。 
 
 人民法院は、以下のとおり判断した。 
 

「対象文章は原告主創グループスタッフが運用している Dreamwriter ソフトウェアに

より生成されたものであり、その外部に現れている表現は、文字作品の形式要求に符合

し、その表現内容は、当日午前の関連する株式市場の情報、データの選択、分析、判断

を体現しており、文章構造は合理的であり、表現ロジックは明確で、一定の独創性を有

する」 
 
「対象文章は、原告が有する多数のグループスタッフ、多数のグループにより形成され

た全体的智力創造により完成した作品であり、全体的に原告の公表された株式評論のま

とめ的文章に対する要求と意図とを体現しており、原告が所有し創作した法人作品であ

る。」 
 
 以上の理由により、人民法院は、当該文章は文字作品に該当し著作権保護の対象にな



るとして、本文章をコピーして Web に掲載した被告に対し、文章の削除を命じる判決

をなした。 
 
３．コメント 
 AI が生成した文章について著作権による保護が認められた中国で初めての事例であ

る。Dreamwriter は、GAN 等のディープラーニング技術を用いて株式関連ニュースか

ら、重要項目をサマライズして出力するものである。テンセント社は多くの開発者によ

り数多くのトレーニングデータを用いて、試行錯誤を繰り返しながら、Dreamwriter を

完成させた。 
 
 人民法院は AI の生成物であるものの、原告開発者らの生成物に対する要求と意図と

を反映させて出力される文章であるから著作権による保護を認めることとした。 
 
 中国では本判決後の 1 月 11 日、早速討論会で AI 生成物に対する著作権法による保

護のあり方が専門家らにより議論された。筆者が出席した討論会ではテンセント法務部

担当者、北京知識産権法院裁判官、大学教授らが意見を述べたが、本事件に関する判決

は妥当であり、著作権法により保護すべきとの意見であった。 
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